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１．研究目的 
大気汚染を左右する局地風として海陸風,山谷風があ

る. 海陸風は夏の気圧勾配の緩やかな晴天のときに吹き

やすく,瀬戸内海の海陸風が有名である.そこで本研究は

広島地域を対象とし,海陸風の発生しやすい７月の

AMeDASデータを用い,沿岸の広島市,内陸部の可部での地

形特性により風がどのように吹いているのかを研究す

る. 

 

２．海陸風の概要 

 海陸風とは，沿岸域で日中は海から，夜は陸からの風

が一日周期で吹く現象のことであり，海と陸地との温度

差が原因となって吹いている． 

 海陸風は，特定することが困難であるので，海陸風が

吹いた日を判定するための条件を以下に示す． 

①当日の4,5,6時に陸寄りの風向または風速が 

0.5m/s以下  

②当日の14,15,16時に海寄りの風向および，風速が

1.0m/s以上  

③翌日の1,2,3時に陸寄りの風向または風速が 

0.5m/s以下 

宮田によると，これらの３条件をすべて満たす日を海

陸風日と定義している 1）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１  海寄りの風向および陸寄りの風向 

（１９９９年７月 広島市） 

 

 

 

 

また図－１に示すように海寄りの風向および陸寄りの

風向については，海岸線の方向から陸側に１８０°とっ

た風向を「陸寄りの風向」，海側の方向に卓越風向をとり，

その卓越風向から１８０°とったものを「海寄りの風向」

と定義している 2）． 

 

３．広島湾周辺都市の風向特性 

図－２に，広島市の１９９９年７月の時間別平均風

向・風速，図－３に可部の１９９９年７月の時間別平均

風向・風速について示す．  
図－２より広島市では，午前９時までは，北東寄りの

風が吹いている．その後昼間は，北東寄りの風から南寄

りに，夜間は，南東寄りの風から東寄りの風に変わって

おり，海陸風特有の風向変化が見られる．図－３より，

可部の風向を時間別に見ると，午前９時までは，北東寄

りの風が吹いている．その後昼間は，北東寄りの風から

南寄りに，夜間は，南東寄りの風から北東寄りの風に変

わっており，海陸風特有の風向変化が見られる． 
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図－２ 1999年７月広島市の時間別平均風向・風速 
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図－３ 1999年７月可部の時間別平均風向・風速 
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４．雨が風に与える影響 

表－1に1999年 7月広島市，可部における海陸風の出

現日数を示す． 

表－1 より雨が降ると，海陸風が減少しているという

ことがわかる．広島市では，１ヶ月間に発生した海陸風

日数は１１日で１ヶ月に 35％海陸風が発生している．一
方，内陸部である可部では 42％と，広島市よりも多くな
っている．この原因としては，内陸部である可部では，

特有の気温特性があり，最低気温が広島市に比べて低い

ことから，海面との温度差により，広島市よりも陸風が

吹きやすくなるのではないかと考えられる． 
次に雨の日を考慮するため，降雨量 1ｍｍ以上ある日
について検討した．表－１に示しているように降雨量 1
ｍｍ以上ある日はどちらの地域でも海陸風が吹いていな

いことがわかる．このことから雨は海陸風に大きな影響

を与えていることがわかる． 
 

表－１ 海陸風の出現日数比較 

 

次に海陸風日が減少した理由について考えるために,

図－４に1999年 7月広島市の降雨量0ｍｍの日と降雨量

1mm 以上ある日についての時間別平均，月平均海水温度

について示す．なお月平均海水温度については，第 6 管

区海上保安庁データの広島湾の水温を用いた．ここでは，

海水は比熱が小さいので，24時間ほぼ温度が変わらない

と考え，月平均海水温度を用いている．図－５には広島

市の天候別の時間別平均風速・風向について示す． 

図－４に示すように，広島市において降雨量 0ｍｍの

日は，降雨量 1ｍｍ以上ある日に比べ昼間の気温が高く

なっていることがわかる．また，降雨量 1ｍｍ以上ある

日は降雨量0ｍｍ日に比べ最低気温が高いことがわかる． 

以上の温度関係から，図－５に示しているように，降

雨量0mmの日は早朝（午前6時）に陸風が強く吹き,昼間

（午後 3 時）に海風が強く吹いた．しかし，降雨量１ｍ

ｍ以上ある日については,陸温が海水温よりも一日中高

いため海風のみしか吹かなかった．この理由から雨が降 

 

 

ると陸風があまり吹かなくなり,海陸風日が減少する結

果となったと言える． 
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図－４ 天候別の時間別平均，月平均海水温度 

（広島市,1999．7） 
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図－５ 天候別の時間別平均風速・風向（広島市.7月） 

 

５．結論 

(１)広島市，可部における夏季の晴天日の風向は，昼間は
南寄りの風（海風），夜間は北東寄りの風（陸風）が

吹いており，海陸風が発生していると考えられる． 
(2)海陸風は降水による影響を受けている.広島市では,降
水量 1mm 以上の日が多い年は,はっきりとした陸風

は吹かない.可部では,海陸風日が多い年は,沿岸から
離れていても海風が顕著に吹くので海陸風日が増加

する. 
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